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3．市の取組みに対する住⺠意⾒〜市⺠アンケート調査結果〜
（１）調査概要
調査目的

船橋市では、市が目指すまちづくりの方向性を示し、市政運営を総合的かつ計画的に進めていくために、市の最上位計画として
策定している「船橋市総合計画」が、2020年度で最終年度を迎えることから、2021年度を初年度とする新たな総合計画の策定
に着手している。
今回のアンケート調査は、「市がこれまで取り組んできた施策に対する満⾜度」や、「今後特に⼒を⼊れてほしい取組み」などにつ
いて、市⺠の考えをお聞きし、新たな総合計画の策定にあたっての重要な基礎資料とすることを目的として実施した。

調査設計

No 項目 内容

1 調査地域 船橋市全域

2 調査対象 船橋市在住の満18歳以上の男⼥
（外国人含む）

3 対象者数 6,000人

4 抽出方法 住⺠基本台帳からの無作為抽出

5 調査方法 郵送配布、郵送又はインターネット回答

6 調査期間 平成30年9⽉25⽇（調査票発送⽇）
〜10⽉9⽇（返送期限）

回収結果

No 項目 内容

1 対象者数 6,000人

2

有効回答数 2,541件

①紙調査 2,083件

②インターネット調査 458件

3

有効回答率 42.4％

①紙調査の割合 82.0％

②インターネット調査の割合 18.0％
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N=2,503
※複数選択可能
（5つまで）

3．市の取組みに対する住⺠意⾒〜市⺠アンケート調査結果〜
（２）調査結果1/2
 船橋市の取組み施策全般の中で、都市基盤整備に関する不満割合が顕著に⾼く、今後特に⼒を⼊れて欲しい施策分野でも「道路の
整備・維持」が全体の中で2位に位置付けられるなど、道路整備ニーズが高い。

No 市の取組み施策 回答者総数
（N） 満足している ふつう 不満と

感じている わからない

1 都市基盤整備 2,449 12.8 41.3 37.1 8.9

2 防犯 2,488 17.6 54.4 18.4 9.6

3 地域医療 2,508 31.1 49.7 12.8 6.4

4 防災・減災 2,481 16.4 55.0 12.7 15.9

5 環境への負担軽減 2,456 14.8 57.7 11.5 16.1

6 ⽣涯学習 2,459 15.9 51.9 11.2 21.0

7 子育て支援 2,450 15.0 42.1 11.1 31.6

8 学校教育 2,434 14.4 44.0 10.9 30.8

9 住まい 2,474 24.3 50.9 10.1 14.7

10 スポーツ・レクリエーションの振興 2,449 16.7 51.7 9.8 21.8

11 高齢者福祉 2,467 12.1 48.9 8.9 30.0

12 障害福祉 2,472 9.0 48.4 8.1 34.4

13 自然環境保全 2,488 24.3 52.5 7.8 15.4

14 商業・工業の振興 2,464 19.8 52.4 7.6 20.1

15 文化・芸術の振興 2,470 13.4 53.3 7.5 25.7

16 地域福祉 2,469 13.7 55.4 6.8 24.1

17 健康づくり 2,458 25.1 58.8 6.0 10.1

18 農業・漁業の振興 2,448 25.5 50.3 5.2 19.0

表5 市の取組み・施策別の市⺠の満⾜状況 図20 市に「今後特に⼒を⼊れてほしい施策分野」不満ニーズが顕著

道路整備・維持の
ニーズが⾼い

（全体の第2位）
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3．市の取組みに対する住⺠意⾒〜市⺠アンケート調査結果〜
（２）調査結果2/2
 今後、特に⼒を⼊れて欲しい都市基盤整備については、道路に関する安全・安⼼、渋滞に関するニーズが⾼い。
 その道路について、市内の道路整備状況に不満を感じている⼈が半数近くおり、歩⾏者や⾃転⾞のための道路整備等のニーズが⾮
常に⾼くなっている。

図21 今後特に⼒を⼊れてほしい都市基盤整備の取組み
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図22 道路の整備状況に関する満⾜度
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図23 今後の道路整備に対する期待安全・安⼼、渋滞に
関するニーズが⾼い

⽣活道路の歩⾏者・⾃
転⾞の安全対策ニーズ
が⾼いと想定される。

道路整備の遅れ
等が原因で、不満
の割合が約4割と
⾼くなっている


